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令和７年度 奈良県ヤングケアラーに関する調査結果を公表します 

 県内のヤングケアラーを把握し、適切な支援につなげるため、①県内の学校に通う児童生徒及び

②福祉、障害、介護、医療等の支援機関の職員を対象に実態調査を行いました。 

記 

調査結果の概要 

① 県内の学校に通う児童生徒を対象とする調査 （詳細は別紙１ ） 

対象： 県内の学校に通う小学５年生から高校３年生 88,540人 

        ※特別支援学校児童生徒（小学部５年生以上、中学部、高等部）を含む 

   回答数：77,124人 （回答率：87.1％） 

⚫ ヤングケアラーの認知度 

・「聞いたことがあり、内容を知っている」と回答 33.1％〔25,518人〕 

（内訳：小学生 14.8％､中学生 29.9％〔前回（R4年度）比 9.6 ﾎﾟｲﾝﾄ増〕､ 

高校生 50.5％〔前回（R4年度）比 18.3 ﾎﾟｲﾝﾄ増〕） 

⚫ ケアの頻度 

・週 3日以上と回答した児童生徒〔12,713人〕のうち、 

「平日 3時間以上」と回答 10.5％〔1,339人〕 

（内訳：小学生 13.3％、中学生 9.6％〔前回（R4年度）比 0.6 ﾎﾟｲﾝﾄ増〕､ 

高校生 9.0％〔前回（R4年度）比 0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ増〕) 

⚫ 対応状況 

   ・ヤングケアラーに該当すると思われる児童生徒へは、適宜教員・スクールソーシャルワー

カーが面談等を行い、必要に応じて関係機関等と連携するなど、適切な支援につなげてい

る 

 

② 福祉、障害、介護、医療等の支援機関の職員を対象とする調査 （詳細は別紙２ ） 

対象：福祉、障害、介護、医療等の支援機関の職員 6,913施設等へ配布 

   回答数： 2,577件 （回答率 37.3％ ※同一施設内で複数回答があるため参考値） 

⚫ ヤングケアラーの認知度（「知っており、理解もしている」と回答） 

 83.9％〔2,161件〕 ※無回答あり 

⚫ ヤングケアラーの把握状況 

・個票（個人の状況調査）の報告〔412件〕 

・週 3日以上と回答したケース〔214件〕のうち、 

「1日 3時間以上」と回答したケース 41.6％ 〔89件〕 

⚫ 対応状況 

・県ヤングケアラー･コーディネーターによる調査回答事業所へのヒアリングを実施 

ヒアリング件数(令和 7 年 11月 30日時点)            〔240/412件〕 

 

【奈良県ヤングケアラー相談窓口】 

県ヤングケアラー･コーディネーターを令和７年７月に配置し、ケアをしていく中で感じた 

悩みや日常の様々な不安などを相談できる窓口で対応しています ※支援者の相談も可 

・コーディネーターによる対応時間：火・木 15 時～18時半、土 14時半～18時半 

LINEによるメッセージの送信は 24時間受付 


